
 

天皇、皇后両陛下が資料館をご視察されました。 

 

１０月２４日（土）、天皇、皇后両陛下がイタイイタイ病資料館をご視察されまし

た。これは、翌２５日（日）に射水市で開催された第３５回全国豊かな海づくり大

会富山大会へのご出席に伴う県内視察としてご来館されたものです。 

両陛下には、鏡森館長の案内で館内を大変熱心にご覧いただきました。 

館内では、鏡森館長にイタイイタイ病の症状や患者の様子などについて詳しくご質

問される場面もありました。 

 

ご視察後、天皇陛下からは、『イタイイタイ病を皆に知らせる意義は大きい』とい

うお言葉をいただき、鏡森館長・職員は、「イタイイタイ病の歴史を若い世代に語り

継がねばと、大変励まされた」と思いを新たにしました。 

 

お見送りに際しては、イタイイタイ病対策協議会の髙木勲寛会長や資料館の７名

の語り部一人ひとりに『長い間大変でしたね。』『辛かったでしょう。』とやさしく労

りのお声をかけていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

丸川環境相が資料館に来館されました。 

 

１０月２４日（土）、丸川環境相が来年５月に富山市で開催するＧ７環境相会合の

会場となる富山国際会議場や、イタイイタイ病資料館などを視察されました。   

 

見学後丸川環境相は、イタイイタイ病対策協議会の髙木勲寛会長や当館の鏡森館長

と挨拶を交わされる中で『公害問題の担当大臣としてしっかり取り組んで行きたい。』

とその決意を述べられていました。 

 

 

 

 

 

                

   

  



 

子どもたちのイタイイタイ病に対する理解度を調査しています。（中間報告） 

 

資料館では、子どもたちのイタイイタイ病についての学びを支援するため、学校等

に無料送迎バスを提供する『課外学習サポート事業』を今年度も実施しています。 

この事業を利用し、資料館で学習した子どもたちを対象にアンケートを実施し、見

学前と後での理解度の変化を調査しています。４月～９月までに来館し、回答を得た

（小学校～大学１６校、８２７人分）結果を取りまとめたので報告します。 

 

まず、アンケートで学習効果の状況を①発生した時期②発生した地域③患者の症状

や特徴④原因（物質）の四項目で調査した結果、いずれの調査項目でも資料館を訪れ

た子どもたちの９割以上が内容を理解できたと回答しました。 

次に展示室のテーマごとの分野では、「症状や特徴」、「患者・家族の苦しみ、地

域の人々の苦労」、「患者の骨の状態」、「公害の恐ろしさ、環境と健康の大切さ」

についての理解が特に深まったと回答しました。 

 

また、調査結果からは、子どもたちが理解できたと回答した分野ほど印象に残りや

すく、今後の学習意欲につながっている傾向があることも分かりました。 

一方、「住民と原因企業の取り決めの内容」、「患者の認定方法、患者数」、「患

者の腎臓の状態」では、２割強の子どもたちが理解できなかったと回答しました。 

  

今回の調査では、子どもたちの資料館での学習が着実にイタイイタイ病の理解に結

びついていることを確認できた一方、学習項目によっては、十分な理解が得られてい

ないことが分かりました。 

調査結果を踏まえ、今後資料館として職員の解説を工夫するなどして、年度末の調

査結果では、１人でも多くの子どもたちの理解が深まるよう努力していきたいと考え

ます。 

この調査結果は、資料館の掲示板やホームページでもご覧いただけます。 

「資料館ホームページ」 

（ＵＲＬ http://itaiitai-dis.jp） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://itaiitai-dis.jp/

